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　利用者の減少、原油高騰や円安による原料や資材、発送料・燃料費の増大、最低賃金の引き上げによ
る人件費の増大などで非常に苦しい経営となった。また施設や設備の老朽化による修繕費も経営を圧迫
したが、従業員一丸となり製造効率のアップを図った結果、利益を確保することができた。
利用料・販売料収入 1億4751万2001円 売上原価 1億1445万1356円
受託料 6901万9800円 販管費 1億1782万8202円
町補助金 1579万4898円 売上値引等 24万4956円
その他収入 0円 合　計 2億3252万4514円
営業外収益 137万　561円 当期経常利益（損失）税引前
合　計 2億3369万7260円  117万2746円

※（株）名田庄商会の決算書の性質上、売上原価に一部賃金が含まれています。
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売 上 高 102,463,184
受 託 金 37,800,000 受 託 金 3,390,000 受 託 金 8,515,000 受 託 金 2,052,800
町補助金 0 町補助金 0 町補助金 0 町補助金 15,794,898
営業外収益 199,013 営業外収益 39,720 営業外収益 131,076 営業外収益 6,782,572
純売上高 56,524,327 純売上高 5,442,118 純売上高 18,522,168 純売上高 127,093,454

支　
出

売上原価 15,374,497
支　
出

売上原価 332,682
支　
出

売上原価 8,086,077
支　
出

売上原価 83,714,915
固 定 費 20,618,341 固 定 費 3,584,922 固 定 費 4,989,874 固 定 費 20,899,289
変 動 費 15,280,782 変 動 費 2,333,303 変 動 費 5,446,217 変 動 費 16,449,784
営業外費用 4,200,000 営業外費用 100,000 営業外費用 0 営業外費用 5,000,000
支出合計 55,473,620 支出合計 6,350,907 支出合計 18,522,168 支出合計 126,063,988

計営業利益 1,050,707 計営業利益 ▲ 908,789 計営業利益 0 計営業利益 1,029,466

（株）名田庄商会の主な事業別収支

※受託料とは町から支払われる運営に対する委託料である。
道の駅うみんぴあ大飯の売上  初の 2 億円突破 !!

株式会社 名田庄商会

　地域農業の振興を図り地域住民の利益増進に寄与するため、農作業の受委託に関する事業を中心に行い、
町や関係機関との連携を図り、支援体制を強化できるよう取り組んだ。
事業収入 2069万8440円 固定費 2769万8042円
補助金 1958万5217円 販管費 271万9268円
雑収入等 20万3743円 その他支出 61万8000円
その他収益 46万9200円 合　計 3103万5310円
合　計 4095万6600円 当期経常利益（損失）税引前
	 	 	 992万1290円

公益財団法人 グリーン大飯農業公社

　おおい町と連携して保有土地について積極的に有効活用の推進に努力した。令和5年度では名田庄小倉
畑分譲地1件333.1㎡の土地を売却した。
事業収入 508万  850円 原価 508万  850円
事業外収入 227円 販管費 32万1629円
合　計 508万1077円 合　計 540万2479円
当期経常利益（損失）税引前
	 ▲32万1402円

おおい町土地開発公社
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※ 年12回予定している木材の市売は、令和4年度は6回の開市だが、令和5年度
は3回の開市となった。

木材樹種別取扱実績
樹 種 5年度実績（㎥） 4年度実績（㎥） 前年度比
す ぎ 5,941.873 4,303.243 138.1%
ひのき 202.307 221.844 91.2%
ま つ 355.543 42.148 843.6%
も み 0.000 0.000 ー
けやき 2.509 0.000 皆増
その他 220.952 17.350 1273.5%
計 6,723.184 4,584.585 146.6%

木材売上（令和5年4月～令和6年3月）
今年度実績 計画数量等 達成率 前年度実績 前年度比

材積（㎥） 6,723 4,500 149.4% 4,585 146.6%
売 上 高 72,455,454 42,900,000 168.9% 54,426,269 133.1%
平均単価 10,777 9,533 113.0% 11,871 90.8%

（株）名田庄ウッディーセンターの事業実績
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利 用 料 0
販 売・
その他収入 2,601,844 販 売・

その他収入 2,017,425 販 売・
その他収入 731,943 販 売・

その他収入 136,068,277
受 託 金 77,384,783 受 託 金 61,345,170 受 託 金 72,422,830 受 託 金 5,454,546
町補助金 0 町補助金 町補助金 0 町補助金
純売上高 91,539,135 純売上高 79,553,435 純売上高 92,499,698 純売上高 141,522,823

支　
出

売上原価 2,073,252 支　
出

売上原価 1,171,405 支　
出

売上原価 0 支　
出

売上原価 61,152,467
固 定 費 54,497,904 固 定 費 24,218,061 固 定 費 43,314,430 固 定 費 39,926,134
変 動 費 35,674,949 変 動 費 54,163,969 変 動 費 49,185,268 変 動 費 32,141,666
支出合計 92,246,105 支出合計 79,553,435 支出合計 92,499,698 支出合計 133,220,267

計営業利益 ▲ 706,970 計営業利益 0 計営業利益 0 計営業利益 8,302,556
※株式会社おおいが管理する施設から抜粋

（株）おおいの主な事業別収支

　コロナ禍での行動規制が緩和されたが、期待したGWは天候不良のため、きのこの森、赤礁崎オートキャ
ンプ場では利用者数が前年度を下回った。一方、道の駅うみんぴあ大飯では、開業以来目標としていた、
店舗全体売上2億円を初めて超える実績となった。
利用料・販売料収入 4億4677万8479円 売上原価 2億1391万4575円
受託料 2億9843万3413円 販管費 5億9699万5867円
町補助金 5459万6821円 合　計 8億1091万0442円
その他収入 1204万1972円
営業外収益 21万4297円 当期経常利益（損失）税引前
合　計 8億1206万4887円  115万4445円

道の駅うみんぴあ大飯の売上  初の 2 億円突破 !!
出資法人経営状況報告

　主な収入は土地等賃借料であり、昨年とほぼ横ばい。「わかさ大飯マリンワー
ルド計画」の全面的な実現を目指し、残る1区画の民間企業誘致の進展に向けて
引き続き官民一体となり積極的に取り組んでいく。
売上高 3739万6632円 売上原価 0円
特別利益 0円 販管費 1508万9723円
営業外収益 17万8352円 営業外費用 27万8719円
合　計 3757万4984円 合　計 1536万8442円
 　　　　　　　　　　　当期経常利益（損失）税引前 2220万6542円

　森林所有者からの順調な出材があったことにくわえ、10月～12月には町行造林の1,000㎥を超える取
り扱いがあり、大幅な増収となった。
事業収入 4299万5903円 支出計 3830万8760円
事業外収入 43万9666円	 当期経常利益（損失）税引前
合　計 4343万5569円	 	 512万6809円

株式会社 名田庄ウッディーセンター

株式会社 おおい

わかさ大飯マリンワールド株式会社

令和5年度
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5月

15~17日
乾式貯蔵のキャスク・施設の視察研修

議員全員研修・原子力特別委員会研修

神戸造船所と名前が付くように以前は船舶
を建造していたが、現在は、主に原子力発
電所で使用する機器を製造する原子力セグ
メント組織として三菱重工業の原子力部門
を担っている。
キャスクの製造は厚さ25㎝の平らな炭素鋼

2枚を半分ずつ半円形に機械加工して、溶接によ
りつなぎ合わせている。また、溶接作業はロボットアームを使用
することで、溶接ムラが生じないように、1台1台、同じ品質を保
つための取り組みがされていた。
キャスクが製品として完成した後は、検査を行い、高さ9mから垂直に落とす落下試験や火災、水没

などに耐える性能試験を実施して安全性の確認を行っている。
三菱重工業は現在、伊方発電所で使用予定のキャスクを製造していて、キャスク量産設備を導入し、
今後の需要増大に対応可能な製品の安定供給に取り組んでいる。
実際にキャスクを製造する過程を見学して、原子力プラントの総合メーカーだけあって安全性の確
保と品質確保の取り組みは、徹底されたものがあると感じた。

伊方発電所で建設中の乾式貯蔵施設は、
建屋を建設しキャスクを縦置きの状態で
保管して、空気の対流により自然冷却す
る方式となっている。これは、すでに運
用実績のある日本原電東海第二発電所と
同じである。建屋内はキャスクを楊重す
るための天井クレーンがあるだけでシンプ
ルな構造となっている。2025年2月の完成を
目指していたがテロ対策の追加工事により半年程度の延期とな
る予定。
保管建屋は概ね完成しており、実際に内部を見学した。空気
による冷却の流れやキャスクを保管する際の安全性について学
び見識を深めることができた。

先行して乾式貯蔵施設を建設中の伊方発電所が立地
する伊方町議会との意見交換を行った。
伊方町では、乾式貯蔵施設の設置計画が2016年か
ら始まり2020年9月に国からの原子炉設置許可申請
の許可が、2021年7月に工事計画認可の許可が下りた。
同年11月から設置工事が始まり、現在建設中である。
原発立地自治体の地域振興として、住民の高齢化により

耕作放棄地となったミカン畑を四国電力の子会社が地元住民を雇用
して耕作管理するなど、四国電力との共存共栄が図られている。

【場　所】
①三菱重工業株式会社「神戸造船所」　②四国電力株式会社「伊方発電所」　③伊方町議会

【参加者】　議員12名

三菱重工業 
株式会社

「神戸造船所」

四国電力 
株式会社

「伊方発電所」

伊方町議会 
との 

意見交換

考える！  乾 式 貯 蔵 ! !

1

3

2
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名 田 庄 地 区
場所：里山文化交流センター
参加者：11名

主な意見
・�再処理工場の稼働はいつごろか。
・�中間貯蔵施設や再処理工場ありきでは、
不安になる。
・�避難道路を含めた避難計画の見直しが
必要では。

6月5日
開催

原子力発電対策特別委員会  懇談会
原子力政策・乾式貯蔵について

原子力発電所の使用済燃料乾式貯蔵施設について、議会として町民の意見を伺う場として、6月5日に
大島地区、本郷地区、佐分利地区、名田庄地区の4会場で議員と住民の皆さまとの懇談会を開催しました。

本 郷 地 区
場所：総合町民センター
参加者：10名

主な意見
・�乾式貯蔵施設設置計画の事前了承に対して、町から
町民への説明が必要。
・�一時保管だと言っているが、永久保管になるのでは
ないか。県外に出す期限を決め守ることが必要。
・�若狭に総合病院の建設を進めてほしい。

佐 分 利 地 区
場所：ふるさと交流センター
参加者：3名

主な意見
・�一時保管だというが、なし崩し的に
置きっぱなしになるのではないか。
・�事故の際に、収束活動の中で邪魔に
はならないのか。また、動線は確保
できるのか。
・�空気の取り入れ口がふさがった際に、
キャスクの安全性に問題はないのか。

大 島 地 区
場所：はまかぜ交流センター
参加者：23名

主な意見
・�中間貯蔵施設候補地の県との約束が反故にされ、
関電に対し不信感を持っている。
・�議員と町民の間に温度差があるのではないか。
町民の関心の低さが心配である。
・�第二青戸大橋の建設を進めてほしい。

考える！  乾 式 貯 蔵 ! !
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令和６年開会会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

承認第 1号 専決処分の承認を求めることについて（町税条例の一部を改正する条例） ── 承　　認

P7

承認第 2号 専決処分の承認を求めることについて
（国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ── 承　　認

同意第 1号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ── 同　　意
同意第 2号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ── 同　　意
同意第 3号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ── 同　　意
同意第 4号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ── 同　　意
同意第 5号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ── 同　　意

■賛否が分かれた議案
寺井 高本 中西 屋敷 田中 堤 細川 原田 辻 尾谷 猿橋啓 今川 猿橋巧

承認第 2号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ 欠 ○ ○ ○ ○ ●
議案第39号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●
請願第 1号 ● ● ● ● ● ● ─ ● ● ● ● ● ○
○は賛成、●は反対、除は除斥、退は退席、欠は欠席　（細川議長は採決に加わらない）

令和６年６月定例会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

報告第 2号 専決処分の承認を求めることについて
（個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例） ── 承　　認

P7報告第 3号 令和５年度一般会計繰越明許費繰越計算書 ── 原案可決
報告第 4号 令和５年度農業集落排水事業特別会計繰越明許費繰越計算書 ── 原案可決
報告第 5号 令和５年度特定環境保全公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 ── 原案可決
報告第 6号 株式会社おおいの経営状況報告について ── 原案可決

P8

報告第 7号 株式会社名田庄商会の経営状況報告について ── 原案可決
報告第 8号 わかさ大飯マリンワールド株式会社の経営状況報告について ── 原案可決
報告第 9号 公益財団法人グリーン大飯農業公社の経営状況報告について ── 原案可決
報告第10号 株式会社名田庄ウッディーセンターの経営状況報告について ── 原案可決
報告第11号 土地開発公社の経営状況報告について ── 原案可決
議案第36号 令和６年度一般会計補正予算（第１号） ── 原案可決

議案第37号 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条
例等の一部改正について ── 原案可決

議案第38号 令和６年度一般会計補正予算（第２号）

〈予算〉

原案可決
議案第39号 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

P9議案第40号 令和６年度簡易水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第41号 令和６年度下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第42号 工事請負契約の締結について（橋梁維持補修工事（棚橋）） 〈産建〉 原案可決
議案第43号 工事請負契約の締結について（過年発生林道施設災害復旧工事（妻谷尾線）） 原案可決 P9～10

議案第44号 工事請負契約の締結について
（総合町民センター大ホール音響設備更新工事） 〈総務〉 原案可決 P10

議案第45号 動産の取得について（国民健康保険名田庄診療所電子カルテシステム） 原案可決
P11議案第46号 動産の取得について（有害鳥獣保管用冷凍庫） 〈産建〉 原案可決

議案第47号 工事請負契約の締結について
（保健・医療・福祉総合施設空調・給湯・照明設備等改修工事） 〈総務〉

原案可決 P10

請願第 1号 訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に
行うことを求める請願書 不 採 択

P11
発委第 3号 議会基本条例の一部改正について ── 原案可決

── 議員派遣報告および議員派遣 ── 報告および派遣

起
立
か
ら
電
子 

決
済
シ
ス
テ
ム
へ

「
議
会
会
議
規
則
」

の
改
正
を
行
い
、議

場
で
の
採
決
が
電
子

採
決
で
も
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

規
則
の
中
に
、「
議

長
が
必
要
と
認
め
る

と
き
は
、電
子
採
決

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
表

決
を
採
る
こ
と
が
で

き
る
」が
追
加
さ
れ
、

令
和
６
年
開
会
会
議

か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

賛
成

ボ
タ
ン

反
対

ボ
タ
ン
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特
集
①

特
集
②

活
動
報
告

一
般
質
問

追 
跡

審
議
内
容

令
和
６
年
開
会
会
議

令
和
6
年
4
月
22
日

６
月
定
例
会
議

令
和
6
年
6
月
6
日
〜
6
月
21
日

■
審
議
内
容

令
和
６
年
開
会
会
議
に
付

議
さ
れ
た
、
承
認
２
件
、
同

意
５
件
を
審
査
し
た
。

■
議
案
審
議

専
決
処
分
を
承
認

●
承
認
１
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
︵
お
お
い
町

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
︶

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

︻
主
な
改
正
内
容
︼

・ 

令
和
６
年
度
に
限
り
、
個

人
住
民
税
の
定
額
減
税
と

し
て
、
課
税
額
か
ら
本
人

お
よ
び
そ
の
被
扶
養
者
数

の
合
計
に
対
し
て
一
人
当

た
り
１
万
円
を
乗
じ
た
額

を
控
除
す
る
も
の
。

・ 

能
登
半
島
地
震
に
係
る
損

害
の
個
人
住
民
税
の
雑
損

控
除
に
つ
い
て
、
申
告
者

の
選
択
に
よ
り
令
和
５
年

分
と
し
て
損
害
の
申
告
が

で
き
る
と
す
る
も
の
。

・ 

固
定
資
産
税
に
お
い
て
、

土
地
に
か
か
る
負
担
調
整

措
置
な
ど
の
適
用
期
限
を

令
和
８
年
度
ま
で
延
長
す

る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
承
認
２
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
︵
お
お
い
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
︶

地
方
税
法
施
行
令
の
公
布

に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

︻
主
な
改
正
内
容
︼

・ 

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
に
係
る
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
も
の
。

・ 

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

対
象
と
な
る
所
得
基
準
に

お
い
て
、
軽
減
判
定
所
得

の
算
定
に
お
け
る
被
保
険

者
数
に
乗
ず
る
金
額
を
引

き
上
げ
る
も
の
。

【
賛
成
多
数
・
承
認
】

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

●
同
意
１
~
３
号

お
お
い
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て任

期
満
了
に
伴
い
、
次
の

方
の
任
命
に
同
意
し
た
。

成な
る
瀨せ　
源げ
ん
太た

郎ろ
う

（
久
保
）

武た
け
永な
が　
剛よ
し
男お

（
野
尻
）

小お

野の　
与よ

三ぞ
う

（
名
田
庄
三
重
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】

●
同
意
４
号

お
お
い
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の

方
の
任
命
に
同
意
し
た
。

菅す
が
原は
ら　
泰た
い
一い
ち　

（
名
田
庄
下
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】

●
同
意
５
号

お
お
い
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の

方
の
任
命
に
同
意
し
た
。

田た

中な
か　
康こ
う
介す
け　

（
石
山
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】

■
審
議
内
容

６
月
定
例
会
議
に
付
議
さ

れ
た
、
報
告
10
件
、
議
案
12

件
、
請
願
１
件
、
発
委
１
件

を
審
査
し
た
。

■
議
案
審
議

専
決
処
分
を
承
認

●
報
告
２
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

︵
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
︶

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
の
一
部
が
、
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

■
報
告
事
項

報
告
事
項
を
承
認

●
報
告
３
号

令
和
５
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
４
号

令
和
５
年
度
お
お
い
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
５
号

令
和
５
年
度
お
お
い
町
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書【

全
会
一
致
・
承
認
】
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特
集
①

特
集
②

活
動
報
告

一
般
質
問

追 

跡

審
議
内
容

●
報
告
６
号
~
11
号

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
町
が
出
資
す
る
６
法

人
の
令
和
５
年
度
の
経
営
状

況
の
報
告
を
受
け
た
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

■
議
案
審
議

補
正
予
算
を
可
決

●
議
案
36
号

令
和
６
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

８
８
１
８
万
７
千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

◯ 

定
額
減
税
補
足
給
付
金

︵
調
整
給
付
︶
給
付
事
業

７
０
５
２
万
９
千
円
増
額

◯ 

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
給
付
事
業

１
７
６
５
万
８
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

※ 

２
・
３
ペ
ー
ジ
（
特
集
１
）

に
関
連
記
事
あ
り
。

●
議
案
38
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

３
３
１
万
６
千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

◯ 

き
の
こ
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
備
事
業

１
０
４
万
２
千
円
増
額

◯ 
漁
業
近
代
化
施
設
等
整
備

事
業３

０
３
万
３
千
円
増
額

◯ 

駅
前
広
場
等
維
持
管
理
事

業
６
３
９
万
９
千
円
増
額

◯
暦
会
館
管
理
事
業

２
０
０
万
円
増
額

◯ 

総
合
運
動
公
園
管
理
運
営

事
業

５
１
３
７
万
４
千
円
増
額

主
な
質
疑

問
漁
業
近
代
化
施
設
等

整
備
事
業
に
お
け
る

冷
凍
庫
の
更
新
に
つ
い
て
、

夏
場
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
直
ち
に
更
新
し
な
け
れ

ば
冷
凍
商
品
に
影
響
が
出
て

く
る
と
思
う
が
、
漁
協
は
対

応
で
き
て
い
る
の
か
。

答

 

冷
凍
庫
の
稼
働
が
不

安
定
な
状
況
で
あ

り
、
安
定
的
な
冷
凍
保
管
を

行
う
た
め
、
現
在
は
福
井
県

漁
連
小
浜
支
所
の
冷
凍
庫
を

間
借
り
す
る
こ
と
で
対
応
を

し
て
い
る
。

問
駅
前
広
場
等
維
持
管

理
事
業
の
排
水
対
策

に
つ
い
て
、
工
事
計
画
箇
所

は
勾
配
が
緩
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ポ
ン
プ
に
よ
り

排
水
す
る
だ
け
で
は
対
策
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答

 

既
設
の
排
水
路
は
通

常
の
排
水
機
能
は
満

た
し
て
い
る
。

集
中
的
に
降
雨
が
あ
っ
た

場
合
は
逆
流
が
始
ま
り
床
下

浸
水
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
と
な

る
た
め
、
強
制
的
に
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
し
て
排
水
し
、
そ
の

先
で
は
止
水
弁
で
逆
流
を
防

ぎ
確
実
に
排
水
対
策
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

問
本
郷
地
区
上
下
水
道

拡
張
に
伴
う
設
計
業

務
に
つ
い
て
、
上
水
道
は
事

業
者
が
行
い
、
下
水
道
は
町

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
水
道
管
の
管
理
は
ど
こ

に
な
る
の
か
。

答

 

造
成
さ
れ
た
道
路
に

つ
い
て
町
道
と
し
て

寄
付
を
受
け
る
た
め
、
埋
設

さ
れ
て
い
る
水
道
管
は
町
に

移
管
さ
れ
、
そ
の
後
は
町
が

管
理
し
て
い
く
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

問
道
路
新
設
改
良
事
業

に
お
け
る
本
郷
地
係

の
歩
道
の
拡
幅
箇
所
と
通
学

路
の
変
更
箇
所
に
新
た
な
防

犯
灯
は
設
置
さ
れ
る
の
か
。

答

 

既
存
の
防
犯
灯
の
部

分
移
設
と
新
た
な
設

置
に
よ
り
対
応
す
る
。

問
横
断
歩
道
を
設
置
す

る
西
街
道
付
近
は
事

故
が
発
生
し
や
す
い
場
所
で

あ
り
、
減
速
や
安
全
表
示
な

ど
の
対
策
が
必
要
で
は
。

答

 

横
断
歩
道
の
前
後
に

は
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
で

「
こ
の
先
横
断
歩
道
あ
り
」

の
表
示
を
公
安
委
員
会
が
設

置
す
る
。
ま
た
、
横
断
歩
道

標
識
も
設
置
さ
れ
る
。
そ
れ

で
も
危
険
で
あ
る
場
合
は
、

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
で
検
討
し
、
必
要
な

対
策
を
講
じ
る
。

既
存
排
水
路

既
存
の
プ
レ
ハ
ブ
冷
凍
庫
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特
集
①

特
集
②

活
動
報
告

一
般
質
問

追 
跡

審
議
内
容

●
議
案
39
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１
号
︶

４
２
２
万
９
千
円
増
額

討　
論

○
反
対 

猿
橋
　
巧
議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

の
保
険
証
は
個
人
情
報
の
侵

害
と
総
監
視
社
会
で
あ
り
反

対
す
る
。【

賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
40
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
簡
易
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

３
５
４
万
２
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
41
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

９
６
４
万
７
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

条
例
改
正
を
可
決

●
議
案
37
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い

て「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
」
の
施

行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

︻
主
な
改
正
内
容
︼

・ 

人
員
基
準
、
管
理
者
の
兼

務
範
囲
の
明
確
化
、
医
療

機
関
と
の
連
携
体
制
の
構

築
、
新
興
感
染
症
発
生
時

な
ど
の
対
応
を
行
う
医
療

機
関
と
の
連
携
、
身
体
的

拘
束
な
ど
の
適
正
化
の
推

進
を
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問
地
域
密
着
型
介
護
施

設
で
新
設
さ
れ
る
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

 

安
全
性
や
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
確
保
、
職
員

の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、

リ
ー
ダ
ー
や
、
主
任
、
各
種

専
門
委
員
な
ど
組
織
内
部
の

メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
て
お

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

管
理
者
会
議
、
揚
梅
苑
で
は

既
設
の
委
員
会
の
名
称
を
変

更
し
実
施
し
て
い
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

工
事
請
負
契
約
を

可
決

●
議
案
42
号
︿
産
建
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
橋
梁
維
持
補
修
工
事

︵
棚
橋
︶︶

定
期
点
検
の
結
果
、
早
期

の
措
置
が
必
要
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
補
修
工
事
を
行
う
も

の
。

・
契
約
金
額

６
５
３
４
万
円

・
契
約
の
相
手
方

八
峯
建
設
株
式
会
社

主
な
質
疑

問
補
修
工
事
さ
れ
る
橋

は
、
日
常
的
に
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
工
事
期
間

中
の
対
応
は
。

答
 

車
両
の
通
行
に
つ
い

て
は
、
幅
員
が
狭

く
、
片
側
交
互
通
行
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
通
行
止
め

と
す
る
期
間
を
設
け
る
。
地

元
区
長
、
路
線
バ
ス
運
行
会

社
に
は
通
行
止
め
期
間
に
つ

い
て
報
告
済
み
で
あ
る
。

問
早
期
の
措
置
を
講
ず

べ
き
状
態
の
「
３
判

定
」
と
判
断
さ
れ
て
い
る
橋

梁
は
、
町
内
に
あ
と
ど
の
程

度
あ
る
の
か
。

答

 

町
内
に
あ
る
点
検
対

象
の
橋
梁
は
、
３
３

１
橋
あ
り
、「
３
判
定
」
は

現
在
７
橋
で
あ
る
。

令
和
５
年
に
１
橋
の
補
修

が
完
了
し
、
本
年
は
こ
の
棚

橋
含
め
３
橋
の
補
修
の
予
定

を
し
て
い
る
。
残
り
も
順
次

補
修
工
事
の
計
画
を
進
め
て

い
く
。【

全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
43
号
︿
産
建
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
過
年
発
生
林
道
施
設

災
害
復
旧
工
事︵
妻
谷
尾
線
︶︶

平
成
29
年
に
被
災
し
た
こ

と
に
よ
り
、
道
路
が
崩
落
し

通
行
不
能
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
復
旧
工
事
を
行
う

も
の
。

・
契
約
金
額

７
４
４
３
万
４
千
８
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

荒
木

主
な
質
疑

問
今
回
の
工
事
で
は
大

量
の
盛
土
を
さ
れ
る

が
、
使
用
す
る
土
砂
は
ど
こ

か
ら
持
っ
て
く
る
の
か
。

答

 

今
回
使
用
す
る
土
砂

は
、
約
７
０
０
０
㎥

ほ
ど
搬
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
土
砂
に
つ
い
て

は
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
４

車
線
化
事
業
に
お
い
て
発
生

す
る
土
砂
を
使
用
す
る
。

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
の
様
子

棚
橋
側
面
上
流
側
よ
り
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特
集
①

特
集
②

活
動
報
告

一
般
質
問

追 

跡

審
議
内
容

問
林
道
妻
谷
尾
線
総
延

長
約
３
．７
㎞
の
う

ち
、
起
点
よ
り
１
㎞
付
近
の

復
旧
工
事
で
あ
る
が
、
今
回

の
工
事
で
全
線
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
か
。

答

 

妻
谷
尾
線
は
平
成
29

年
度
の
被
災
調
査
に

お
い
て
18
ヶ
所
の
被
災
を
確

認
し
て
い
る
。
今
回
の
復
旧

箇
所
は
起
点
か
ら
３
ヶ
所
目

と
４
ヶ
所
目
の
復
旧
工
事
で

あ
り
、
未
復
旧
箇
所
は
14
ヶ

所
残
る
こ
と
と
な
る
。
今
後

も
補
助
事
業
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
計
画
的
に
復
旧
に

努
め
て
い
く
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
44
号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
音
響
設
備
更
新
工

事
︶総

合
町
民
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
更
新
工

事
を
行
う
も
の
。

・
契
約
金
額

８
４
３
３
万
７
千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 
荒
木

主
な
質
疑

問
町
民
セ
ン
タ
ー
は
音

楽
に
適
し
た
ホ
ー
ル

で
は
な
い
。
今
回
入
札
参
加

の
業
者
は
音
響
な
ど
の
専
門

家
が
入
っ
て
い
な
い
が
、
音

響
に
対
す
る
専
門
知
識
の
意

見
反
映
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

る
の
か
。

答

 

町
民
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
は
多
目
的
用

に
作
ら
れ
て
お
り
、
音
楽
鑑

賞
な
ど
に
特
化
し
た
設
計
と

は
な
っ
て
い
な
い
が
、
音
響

設
備
の
納
入
に
あ
た
っ
て
は
、

機
器
メ
ー
カ
ー
自
体
も
関
わ

る
た
め
、
音
響
専
門
家
が
現

場
調
査
や
最
適
な
設
置
調
整

を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
今
回
、
音
響
設
備
へ

の
大
き
な
投
資
と
な

る
が
、
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る

音
響
設
備
の
貸
館
手
数
料
の

単
価
変
更
な
ど
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

答

 

音
響
設
備
を
必
要
と

す
る
貸
館
が
あ
っ
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
47
号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
保
健
・
医
療
・
福
祉

総
合
施
設
空
調
・
給
湯
・
照

明
設
備
等
改
修
工
事
︶

竣
工
か
ら
19
年
が
経
過
し

た
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

施
設
「
な
ご
み
」
の
大
規
模

改
修
を
、
令
和
９
年
度
ま
で

の
３
ヶ
年
の
工
期
で
行
う
も

の
。

・
契
約
金
額

７
億
１
０
０
６
万
１
千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

荒
木

主
な
質
疑

問
今
回
一
括
発
注
で
契

約
金
額
が
大
き
い

が
、
建
築
工
事
や
、
電
気
工

事
、
機
械
設
備
工
事
な
ど
に

分
離
発
注
す
る
こ
と
は
考
え

な
か
っ
た
の
か
。

答
 

施
設
を
使
用
し
な
が

ら
の
工
事
と
な
る
た

め
、
施
設
の
運
営
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
に
、
一
括
で
発

注
を
行
っ
た
。
ま
た
、
建
築

工
事
に
つ
い
て
は
空
調
機
器

を
交
換
す
る
部
分
の
修
繕
工

事
と
し
て
一
体
と
考
え
た
。

問
約
７
億
円
の
入
札
金

額
に
対
す
る
工
事
の

内
訳
比
率
は
。

答

 

建
築
工
事
５
％
、
電

気
工
事
31
％
、
機
械

設
備
工
事
64
％
で
あ
る
。

問
工
事
期
間
中
に
入
所

者
数
を
制
限
す
る
な

ど
、
利
用
者
に
対
し
て
の
影

響
は
な
い
か
。

答

 

現
状
の
稼
働
率
な
ど

を
勘
案
し
、
入
院
病

床
と
老
人
保
健
施
設
の
空
き

ベ
ッ
ド
を
活
用
す
る
形
で
検

討
し
て
お
り
、
利
用
者
の
数

に
応
じ
た
形
で
進
め
て
い
く
。

問
今
年
度
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
改
修
工
事

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
本

工
事
と
重
複
し
な
い
の
か
。

答

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
照
明
と
空
調
以
外
で
あ

り
、
本
工
事
と
重
複
す
る
こ

と
は
な
い
。

問
電
気
設
備
更
新
工
事

の
際
に
停
電
は
発
生

し
な
い
の
か
。

答

 

２
日
間
の
停
電
を
要

す
る
が
、
自
家
用
発

電
機
に
て
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
以
前
半
導
体
の
供
給

不
足
が
懸
念
さ
れ
た

が
、
市
場
動
向
に
よ
る
影
響

で
工
事
に
支
障
は
出
な
い
の

か
。答

 

現
時
点
で
は
３
年
の

工
事
期
間
の
中
で
対

応
で
き
る
と
判
断
し
て
い
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

妻
谷
尾
線
被
災
状
況

町
民
セ
ン
タ
ー
音
響
設
備

老
人
保
健
施
設
な
ご
み
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特
集
①

特
集
②

活
動
報
告

一
般
質
問

追 
跡

審
議
内
容

動
産
の
取
得
を

可
決

●
議
案
45
号
︿
総
務
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
国

民
健
康
保
険
名
田
庄
診
療
所

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
︶

国
民
健
康
保
険
名
田
庄
診

療
所
に
設
置
し
て
い
る
、
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
当
該

診
療
所
の
医
療
用
機
器
更
新

計
画
に
基
づ
い
て
、
更
新
す

る
も
の
。

・
契
約
金
額

１
８
６
７
万
２
千
５
百
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

オ
リ
テ
ッ
ク
ス

主
な
質
疑

問
こ
の
更
新
機
器
の
決

定
に
あ
た
っ
て
は
、

現
場
の
医
師
や
看
護
師
の
意

見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

 

こ
の
機
種
は
、
以
前

か
ら
使
用
し
て
い
る

機
器
の
後
継
機
種
と
し
て
更

新
を
続
け
て
い
る
も
の
で
、

操
作
な
ど
習
熟
し
て
い
る
機

種
で
あ
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険

証
と
の
連
携
は
で
き

る
の
か
。

答

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険

証
受
付
の
も
の
と
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
連
携

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
故
障
し
た
場
合
の

メ
ー
カ
ー
保
証
は
何

年
か
。

答

 

保
証
期
間
は
耐
用
年

数
の
５
年
間
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
瑕か

疵し

担
保
期

間
の
１
年
間
は
無
償
修
理
と

な
る
。【

全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
46
号
︿
産
建
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
有

害
鳥
獣
保
管
用
冷
凍
庫
︶

捕
獲
さ
れ
た
有
害
鳥
獣
の

一
時
保
管
を
目
的
と
し
て
、

大
飯
地
域
と
名
田
庄
地
域
に

そ
れ
ぞ
れ
導
入
さ
れ
て
い
た

冷
凍
車
２
台
に
つ
い
て
、
平

成
23
年
度
の
導
入
か
ら
12
年

が
経
過
し
、
故
障
な
ど
に
よ

り
安
定
し
た
運
用
の
確
保
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
保
管
設
備
を
冷
凍
車
か

ら
プ
レ
ハ
ブ
冷
凍
庫
に
改
め

て
更
新
を
行
う
も
の
。

・
契
約
金
額

１
３
４
２
万
円

・
契
約
の
相
手
方

敦
賀
装
設
株
式
会
社

主
な
質
疑

問
今
回
の
更
新
で
は
、

既
存
の
冷
凍
車
に
代

わ
り
、
据
え
置
き
の
冷
凍
庫

に
な
る
が
、
容
量
や
利
便
性

は
現
状
と
比
べ
て
ど
の
よ
う

に
変
る
の
か
。

答

 

庫
内
の
容
量
に
つ
い

て
は
、
現
状
と
同
程

度
の
大
き
さ
で
あ
る
。
有
害

鳥
獣
に
つ
い
て
は
、
重
量
の

あ
る
個
体
も
あ
る
こ
と
か
ら

今
回
の
更
新
で
は
、
庫
内
に

２
本
の
ロ
ー
ラ
ー
式
レ
ー
ル

を
設
置
し
庫
内
の
移
動
を
容

易
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

問
現
在
使
用
し
て
い
る

冷
凍
車
は
ど
う
す
る

の
か
。

答

 

別
の
予
算
を
組
ん
で

お
り
、廃
車
と
す
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

請
願
を
不
採
択

●
請
願
１
号

訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤

回
と
︑
介
護
報
酬
引
き
上
げ

の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ

と
を
求
め
る
請
願
書

紹
介
議
員
:
猿
橋
　
巧

※ 

12
ペ
ー
ジ
に
詳
細
記
事
あ
り
。

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

条
例
の
改
正
を
可
決

●
発
委
３
号

お
お
い
町
議
会
基
本
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

︻
提
案
理
由
︼

委
員
会
を
代
表
す
る
議
員

が
、
本
会
議
に
お
い
て
所
管

事
務
に
関
す
る
質
問
を
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
災

害
時
に
お
い
て
議
会
機
能
を

的
確
に
維
持
す
る
よ
う
、
災

害
時
の
議
会
対
応
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

※
12
ペ
ー
ジ
に
詳
細
記
事
あ
り
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状

況
に
つ
い
て

お
お
い
町
議
会
で
は
、議

会
が
保
有
す
る
個
人
情
報

が
適
正
に
取
扱
わ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、お
お

い
町
議
会
個
人
情
報
保
護

条
例
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
運
用
実

績
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■ 

個
人
情
報
保
護
条
例
に

よ
る
運
用
実
施
状
況

◎ 

自
己
情
報
開
示
等
の
状
況

 

０
件

名
田
庄
診
療
所
電
子
カ
ル
テ

既
存
の
冷
凍
車
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特
集
①

特
集
②

審
議
内
容

一
般
質
問

追 

跡

活
動
報
告

委員会活動
Report

リポート

訪
問
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
請
願
を
審
査�

�
�

総
務
常
任
委
員
会

委
員
会
代
表
質
問
が
可
能
に�

　
　
　
　
お
お
い
町
議
会
基
本
条
例
を
改
正

●
委
員
か
ら
の
意
見
︵
抜
粋
︶

・ 

処
遇
改
善
や
人
材
確
保
が
課
題
で
あ
り
、

今
後
の
介
護
現
場
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、

必
要
に
応
じ
て
別
の
形
で
対
応
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。

・ 

町
で
は
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
、

介
護
報
酬
に
よ
り
給
付
費
を
推
計
し
介
護

保
険
料
を
算
出
・
決
定
し
て
い
る
。
ス

タ
ー
ト
年
で
あ
る
現
状
に
お
い
て
介
護
報

酬
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
は
、
介
護
保

険
の
運
営
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
聴
取
の
後
、
採
択
す
べ
き

か
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
賛
成
者
な
し
に
よ
り
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
と
し
て
は
、
今
回
の
議

論
を
踏
ま
え
、
介
護
人
材
の
確
保
の
課
題
や

処
遇
改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
介
護
現
場

の
状
況
を
注
視
し
、
状
況
に
応
じ
て
国
や
県

に
働
き
か
け
る
な
ど
の
議
会
と
し
て
の
対
応

の
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

請
願
第
１
号
を
審
査

「
訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、
介

護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う

こ
と
を
求
め
る
請
願
書
」
に
つ
い
て
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
請
願
は
、
訪
問
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー

ビ
ス
）
の
基
本
報
酬
が
４
月
か
ら
引
き
下
げ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
小
規
模
・
零
細
事
業

者
が
経
営
難
に
陥
り
在
宅
介
護
の
基
盤
が
壊

滅
的
に
な
れ
ば
、
身
体
介
護
や
生
活
援
助
な

ど
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ず
介

護
崩
壊
を
招
き
か
ね
な
い
。
ま
た
人
材
不
足

も
深
刻
で
ヘ
ル
パ
ー
の
報
酬
増
も
確
実
性
の

根
拠
が
な
く
介
護
人
材
の
確
保
は
ま
す
ま
す

困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
国
へ
の
請
願
の
趣

旨
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
請
願
の
紹
介
議

員
か
ら
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
各
委

員
の
意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
と
は

地
方
議
会
に
お
け
る
最
高
規
範
と
も
い

え
る
条
例
で
、
議
会
と
議
員
の
活
動
原
則

や
住
民
と
の
関
係
を
明
文
化
し
た
も
の
で

す
。
議
会
へ
の
民
意
の
反
映
と
情
報
公
開

を
充
実
し
、
議
決
機
関
と
し
て
の
責
任
を

果
た
す
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

お
お
い
町
議
会
で
は
、
平
成
23
年
に
議

員
提
案
に
よ
り
「
お
お
い
町
議
会
基
本
条

例
」
を
可
決
し
制
定
し
ま
し
た
。

基
本
条
例
の
抜
粋

・
委
員
会
は

調
査
研
究
活
動
を
充
実
強
化
す
る
。
町

民
に
対
し
積
極
的
に
情
報
公
開
を
行
い
意

見
交
換
の
場
を
設
け
る
。

・
町
民
と
議
会
の
関
係
は

議
会
活
動
に
関
す
る
情
報
公
開
を
徹
底

し
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
議
会
運
営
に

努
め
る
。
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、
町
民

の
意
見
を
聴
き
議
会
運
営
に
反
映
さ
せ
る
。

・
広
報
活
動
は

多
様
な
広
報
手
段
を
活
用
し
議
会
へ
の

関
心
を
促
す
広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
る
。

お
お
い
町
議
会
で
は
、
通
年
議
会
を
導

入
し
、
委
員
会
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
基
本
条
例
改
正
に
よ
り
、
町
の

課
題
に
つ
い
て
、
委
員
会
で
調
査
、
検
討
、

協
議
を
重
ね
た
内
容
や
提
案
を
「
委
員
会

代
表
質
問
」
と
し
て
町
に
対
し
て
質
問
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
般
質
問
で
は
、
議
員
個
人
が
個
々
の

考
え
を
町
に
質
問
し
ま
す
が
、「
委
員
会

代
表
質
問
」
で
は
、
委
員
会
が
所
管
す
る

町
の
課
題
に
つ
い
て
、
委
員
会
で
の
協
議

検
討
を
経
て
委
員
会
で
決
定
し
た
内
容
を

代
表
質
問
者
が
行
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
改
正
で
は
、
条
例
に「
災

害
時
の
議
会
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
災

害
時
議
会
行
動
基
準
を
業
務
継
続
計
画
で

定
め
る
こ
と
」
を
盛
り
込
み
、
災
害
時
の

対
応
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
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追 
跡

活
動
報
告

視 察 研 修

ベ
ー
ス
に
機
能
野
菜
と
言
え
ば
「
き
ら
き

ら
ベ
ジ
」
と
指
名
し
て
頂
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

出
荷
先

阪
神
百
貨
店
・
大
丸
・
阪
急
オ
ア
シ

ス
・
イ
カ
リ
ス
ー
パ
ー
・
成
城
石
井
・
椿

山
荘
な
ど
。
楽
天
市
場
に
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
サ
ラ
ダ
と
し
て
ネ
ッ

ト
販
売
。
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
に
て（
輝
き
ケ
ー

ル
）
と
し
て
販
売
。
町
内
の
ス
ー
パ
ー
に

て（
サ
ラ
ダ
ケ
ー
ル
・
サ
ラ
ダ
ク
レ
ソ
ン
・

ホ
ワ
イ
ト
セ
ロ
リ
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

試
食
し
ま
し
た
が
大
変
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
も
是
非
召
し
上
が
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

商
品
の
出
荷
は
昨
年
６
月
よ
り
出
荷
し

て
お
り
、
現
在
、
工
場
の
稼
働
率
は
50
％

程
度
で
す
が
、
来
年
あ
た
り
を
め
ど
に
出

荷
高
５
億
円
を
目
指
し
、
フ
ル
稼
働
に
向

け
試
行
錯
誤
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

経
営
面
で
は
福
井
県
並
び
に
お
お
い
町

の
協
力
と
８
年
間
に
わ
た
る
電
気
代
補
助

ま
す
。
生
食
で
き
る
よ
う
に
苦
み
や
食
感

を
改
善
し
た
品
種
も
数
多
く
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。

機
能
性
表
示
食
品
と
は

「
機
能
性
表
示
食
品
」
は
、
国
の
定
め

る
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
事
業
者
が
食
品
の

安
全
性
と
機
能
性
に
関
す
る
科
学
的
根
拠

な
ど
の
必
要
な
事
項
を
、
販
売
前
に
消
費

者
庁
長
官
に
届
け
出
れ
ば
、
機
能
性
を
表

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
特
定

保
健
用
食
品
（
ト
ク
ホ
）
と
異
な
り
、
国

が
審
査
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
事
業
者
は

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
科
学
的
根
拠
を

基
に
適
正
な
表
示
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

︻
期
日
︼

令
和
６
年
４
月
15
日
（
月
）

︻
場
所
︼

山や
ま
村む
ら
Ｊ
Ｒ
貨
物
き
ら
ベ
ジ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

︻
参
加
者
︼　
委
員
７
名

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
昨
年
４

月
に
操
業
開
始
し
た
山や
ま
村む
ら
Ｊ
Ｒ
貨
物
き
ら

ベ
ジ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
視
察
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
社
概
要

資
本
金　
１
億
円

株
主

　

 

日
本
山
村
硝
子
株
式
会
社
（
51
％
） 

日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
（
49
％
） 

の
合
弁
会
社

従
業
員　
社
員
７
名
（
出
向
６
名
・
地
元

採
用
１
名
小
浜
市
か
ら
）
地
元
採
用
を
主

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
浜
と
連
携
し
て
臨
時

職
員
は
（
お
お
い
町
20
名
・
高
浜
町
と
小

浜
市
で
19
名
・
旧
上
中
町
１
名
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
15
年
以
上
研
究
開
発
を
継
続

し
て
き
た
日
本
山
村
硝
子
の
栽
培
技
術
を

が
見
込
め
る
た
め
、
非
常
に
助
か
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

委
員
か
ら
、「
今
後
は
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
に
職
場
見
学
会
を
開
催
し
て
欲
し

い
。」
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

出
荷
ま
で
の
流
れ

栽
培
方
法
で
す
が
水
槽
に
浮
か
べ
て
か

ら
３
週
間
か
ら
約
一
ヶ
月
程
度
で
製
品
が

で
き
、
出
荷
し
ま
す
。

①
播
種
（
ウ
レ
タ
ン
に
種
を
播
き
ま
す
）

②
移
植
（
１
週
間
で
植
え
替
え
を
し
ま
す
）

③ 

栽
培
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
と
二
酸
化
炭
素
と

水
で
栽
培
し
ま
す
）

④
収
穫
（
人
の
手
に
よ
る
）

⑤
包
装

⑥
検
品

⑦
保
管
（
保
冷
庫
）

⑧
出
荷

食
品
の
説
明

ケ
ー
ル

和
名
は
リ
ョ
ク
ヨ
ウ
カ
ン
ラ
ン
（
緑
葉

甘
藍
）
ハ
ゴ
ロ
モ
カ
ン
ラ
ン
（
羽
衣
甘
藍
）

苦
み
や
青
臭
さ
が
あ
り
、
青
汁
や
グ
リ
ー

ン
ス
ム
ー
ジ
ー
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
で

は
一
般
的
に
料
理
の
食
材
と
し
て
使
わ
れ

機
能
性
野
菜
「
き
ら
き
ら
ベ
ジ
」
フ
ル
稼
働
へ�

　
山
村
Ｊ
Ｒ
貨
物
き
ら
ベ
ジ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
視
察

�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修



Ohi Town Assembly Official Report

No.74 おおい町議会だより 1 4

特
集
①

特
集
②

審
議
内
容

活
動
報
告
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一
般
質
問

◥�「
こ
ど
も・子
育
て
応
援
日
本
一
」の
現
時
点
で

の
評
価
に
つ
い
て

町
長	
子
育
て
全
世
帯
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
認
め
ら
れ
て

き
て
い
る

問
「
こ
ど
も
・
子
育
て

応
援
日
本
一
」
を
掲

げ
て
推
進
し
て
き
た
政
策
の

現
時
点
で
の
分
析
結
果
は
。

答
︵
町
長
︶
他
市
町
に

先
駆
け
た
子
育
て
全

世
帯
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
ほ
か
、
移
住
定
住
支
援

や
小
中
学
校
の
学
習
環
境
整

備
な
ど
を
多
角
的
に
実
施
し

て
き
た
こ
と
が
相
ま
っ
て

「
子
育
て
し
や
す
い
町
」
と

し
て
の
認
識
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

問
少
子
化
の
原
因
と
し

て
、経
済
的
負
担
と
、

家
事
・
育
児
の
負
担
、子
育

て
の
大
変
さ
を
口
に
出
し
て

言
い
に
く
い
風
潮
の
３
点
が

あ
る
が
、「
こ
ど
も
子
育
て

応
援
日
本
一
」の
政
策
の
中

に
、こ
れ
ら
の
対
策
を
組
み

込
む
考
え
は
な
い
か
。

答
︵
町
長
︶
少
子
化
対

策
は
広
く
全
世
代
の

住
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
今
年

度
検
討
し
な
が
ら
新
た
な
対

策
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

町
の
人
口
減
少�

対
策
は

問
人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て
町
の
取
り
組
み
は
。

答
︵
町
長
︶
国
に
お
い

て
戦
略
的
に
地
域
間

格
差
の
な
い
社
会
に
す
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
が
、
町
と

し
て
は
、「
お
お
い
町
未
来

創
生
戦
略
」
に
掲
げ
た
、
子

育
て
世
代
の
応
援
や
若
者
に

的
を
絞
っ
た
雇
用
の
創
出
、

ま
た
移
住
定
住
希
望
者
へ
の

住
ま
い
支
援
な
ど
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
推
進
し
、
都
市
と
の
格
差

是
正
や
一
次
産
業
を
中
心
と

し
た
産
業
の
成
長
化
な
ど
に

繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
人
口
減
少
対
策
で

「
し
ご
と
み
ら
い
産

業
団
地
」
の
企
業
誘
致
で
の

雇
用
確
保
は
必
須
だ
が
、
通

勤
圏
内
で
の
就
職
先
の
安
定

が
必
要
で
あ
る
。
嶺
南
広
域

圏
内
で
の
雇
用
環
境
に
対
す

る
支
援
な
ど
は
考
え
て
い
る

か
。答

︵
町
長
︶
移
住
・
定

住
含
め
て
活
性
化
し

て
い
く
た
め
に
は
、
広
域
連

携
も
当
然
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
お
お
い
町
と
し
て
の
独

自
の
「
し
ご
と
み
ら
い
産
業

団
地
」
に
し
っ
か
り
と
し
た

処
遇
の
よ
い
企
業
誘
致
を
図

る
。
総
合
的
に
若
者
の
転

出
を
抑
止

し
、
移
住

に
つ
な
げ

て
い
く
。

当
町
で
は
介
護
難
民
は

発
生
し
な
い
の
か

問
来
年
に
は
団
塊
世
代

が
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
な
り
、介
護
施
設

へ
の
希
望
者
が
増
え
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。施
設
の
定

員
数
は
確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

答
︵
い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

高
齢
者
の
人
口
が
今

後
減
少
す
る
た
め
、
要
介
護

認
定
者
数
と
し
て
は
今
後
横

ば
い
で
推
移
す
る
も
の
と
見

込
ん
で
い
る
。
町
で
は
介
護

難
民
は
発
生
し
な
い
と
考
え

る
。森

林
の
現
状
調
査
は

問
手
入
れ
の
行
き
届
か

な
い
森
林
の
現
状
把

握
調
査
を
実
施
す
る
予
定
は

あ
る
の
か
。

答
︵
副
町
長
︶「
お
お
い

町
森
林
整
備
計
画
」

に
基
づ
き
、
航
空
レ
ー
ザ
計

測
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
森
林

境
界
明
確
化
の
推
進
や
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
財
源
に
活

用
し
な
が
ら
、
森
林
の
現
況

調
査
を
行
い
た
い
。

学
校
で
の
落
雷
事
故

防
止
対
策
は

問
屋
外
競
技
中
の
落
雷

事
故
防
止
に
つ
い

て
、
町
の
対
策
と
指
導
の
状

況
は
。

答
︵
学
校
教
育
課
長
︶

「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
基
づ
い
た
当
日
の

雷
発
生
の
警
報
や
、
天
気
予

報
の
情
報
収
集
と
、
職
員
間

で
の
情
報
共
有
を
行
い
、
迅

速
な
対
応
が
取
れ
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
6
月
定
例
会
議
で
は
︑
5
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

田
たなか
中  秀

ひでき
樹
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特
集
①

特
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審
議
内
容

活
動
報
告

追 
跡

一
般
質
問

◥�
し
ご
と
み
ら
い
産
業
団
地
へ
大
手
企
業
の�

進
出
は

町
長	
若
年
層
の
雇
用
や
将
来
の
発
展
性
が
期
待
で
き
る
優
良
な

企
業
誘
致
に
取
り
組
む

問
20
代
前
半
の
女
性
が

東
京
圏
で
就
労
し
て

地
元
に
帰
っ
て
来
な
い
理
由

は
。答

︵
町
長
︶
東
京
は
日

本
で
最
も
大
き
な
経

済
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
地
で

あ
り
、
多
く
の
業
界
や
企
業

が
集
積
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
学
び
の
場
や
職
種
の
多

様
性
が
豊
か
で
あ
り
、
女
性

を
含
む
若
い
世
代
に
と
っ
て

魅
力
的
な
進
学
先
や
職
場
が

存
在
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

問
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー

ン
な
ど
を
含
む
若
い

世
代
を
町
に
取
り
込
む
に

は
、
し
ご
と
み
ら
い
産
業
団

地
に
大
手
企
業
の
本
社
機
能

の
一
部
を
移
転
し
て
は
ど
う

か
。答

︵
町
長
︶
町
が
産
業

団
地
に
求
め
る
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
若
者
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
仕
事
か
ど

う
か
、
ま
た
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ

タ
ー
ン
、
移
住
・
定
住
に
つ

な
が
る
よ
う
な
業
種
、
業
態

で
あ
る
か
を
大
き
な
判
断
材

料
に
し
て
い
る
。
現
状
は
、

安
価
な
電
気
代
と
雇
用
の
創

出
に
も
比
較
的
に
つ
な
が
り

や
す
い
製
造
業
、
製
造
部
門

の
事
業
所
と
し
て
の
引
き
合

い
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
若
年
層
の
雇

用
や
将
来
の
発
展
性
が
期
待

で
き
る
優
良
な
企
業
誘
致
に

取
り
組
む
。

少
子
化
対
策
は

問
近
年
の
少
子
化
の
要

因
は
。

答
︵
副
町
長
︶
結
婚
に

対
す
る
考
え
方
や
個

人
の
価
値
観
な
ど
の
変
化
か

ら
、
日
本
に
お
け
る
男
女
の

初
婚
年
齢
は
上
昇
し
て
お

り
、
晩
婚
化
・
未
婚
化
が
進

行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
女
性
の
社
会
進

出
が
進
む
中
で
、
仕
事
と
育

児
の
両
立
へ
の
精
神
的
負
担

や
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
た

め
の
経
済
的
な
負
担
な
ど
も

理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て

少
子
化
に
繋
が
っ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。

問
子
育
て
中
の
働
く
女

性
の
経
済
的
な
支
援

策
は
。

答
︵
町
長
︶
不
妊
治
療

の
助
成
や
妊
産
婦
へ

の
医
療
助
成
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

が
、
不
足
す
る
部
分
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
出
生
率
全
国
１
位
の

沖
縄
県
は
、
子
ど
も

は
宝
と
い
う
価
値
観
が
根
強

く
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
文
化
が
根
付
い
て
い

る
。
こ
の
点
は
町
も
見
習
う

べ
き
で
は
。

答
︵
町
長
︶
見
習
う
べ

き
と
考
え
る
。
子
育

て
の
み
な
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
力
が
多
方
面
に
わ

た
っ
て
機
能
し
て
い
て
、
子

ど
も
を
持
つ
女
性
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
少
子
化
は
古
い
意
識

や
男
女
間
の
格
差
が

要
因
で
は
。

答
︵
町
長
︶
古
い
価
値

観
は
時
代
と
と
も
に

変
遷
し
て
い
る
も
の
の
、

我
々
の
生
活
自
体
も
見
直
す

部
分
も
あ
る
。
若
者
や
女
性

の
目
線
に
立
っ
て
、
格
差
是

正
に
む
け
て
、
何
が
不
足
し

て
い
る
の
か
、
何
を
す
べ
き

か
を
検
討
し
て
い
く
。

問
町
が
将
来
的
に
持
続

可
能
性
を
持
ち
、
若

者
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
に
は

何
が
必
要
か
。

答
︵
副
町
長
︶
ま
ず
は

魅
力
的
な
就
業
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
醸
成

す
る
と
と
も
に
、
若
者
が
安

心
し
て
家
庭
を
持
ち
子
育
て

が
で
き
る
支
援
体
制
を
継
続

し
、
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
町
外
か

ら
の
若
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
、
Ｉ
Ｔ
技
術
な
ど
の
地

方
に
い
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
で
き
る
場
を
も
う
け

る
こ
と
で
、
持
続
可
能
で
魅

力
的
な
町
の
創
出
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

問
少
子
化
対
策
に
つ
い

て
、
国
や
県
に
対
し

要
望
活
動
が
必
要
で
は
。

答
︵
町
長
︶
国
、
県
に

さ
ま
ざ
ま
な
実
情
を

打
破
す
る
た
め
の
要
請
と
、

町
と
し
て
の
自
助
努
力
を
同

時
並
行
的
に
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
少
子
化
対
策
お
よ

び
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

中
なかにし

西  秀
ひでかず

和

し
ご
と
み
ら
い
産
業
団
地
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特
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活
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報
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追 

跡

一
般
質
問

問
大
飯
発
電
所
に
お
け

る
乾
式
貯
蔵
施
設
設

置
計
画
に
対
す
る
住
民
理
解

活
動
の
評
価
は
。

答
︵
町
長
︶
事
業
者
に

対
し
、
丁
寧
な
理
解

活
動
を
続
け
る
よ
う
求
め
て

お
り
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
番
組

放
送
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
町
民
目
線
を

心
が
け
た
チ
ラ
シ
の
作
成

や
、
事
業
者
に
よ
る
大
島
地

区
全
戸
へ
の
訪
問
、
各
種
団

体
等
の
総
会
の
場
へ
出
向
い

て
の
説
明
な
ど
、
精
力
的
な

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
一

定
の
評
価
を
し
て
い
る
が
、

今
後
も
丁
寧
な
説
明
を
継
続

す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

問
仮
定
で
あ
る
が
、
今

後
の
乾
式
貯
蔵
施
設

に
伴
う
事
前
了
解
の
判
断
手

順
は
。

答
︵
町
長
︶
現
時
点
で

具
体
的
な
予
定
は
な

い
が
、
事
業
者
に
お
い
て
説

明
会
な
ど
の
機
会
を
持
つ
こ

と
。
地
域
経
済
の
活
性
化
に

繋
が
る
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
。
使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
遂
行
や
、
能
登

半
島
地
震
を
教
訓
と
し
た
防

関
電
チ
ラ
シ

災
対
策
の
充
実
な
ど
、
事
業

者
と
国
の
姿
勢
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
町
民
の
代
表
で

あ
る
議
会
の
意
見
な
ど
が
判

断
に
必
要
不
可
欠
と
考
え
て

い
る
。

問
国
と
関
西
電
力
㈱
が

結
ん
で
い
る
「
原
子

力
損
害
賠
償
保
障
契
約
」
に

お
け
る
、※
事
業
者
の
失
念

行
為
に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

答
︵
町
長
︶
今
回
の
事

案
は
、
大
飯
、
高
浜

そ
れ
ぞ
れ
の
発
電
所
に
お
け

る
事
務
は
適
切
で
あ
っ
た

が
、
本
社
、
原
子
力
事
業
本

部
に
お
い
て
不
備
が
あ
っ
た

も
の
。
そ
の
理
由
は
納
得
し

難
い
も
の
で
、
町
民
、
国
民 事業者の失念行為

（関電HPプレス）

の
原
子
力
事
業
へ
の
信
頼
を

損
な
う
も
の
で
、
遺
憾
の
意

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
厳
し

く
申
し
入
れ
た
。

問
大
飯
発
電
所
、
協
力

会
社
一
丸
と
な
っ

て
、
乾
式
貯
蔵
施
設
の
理
解

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
な

か
で
の
不
備
で
あ
っ
た
が
。

答
︵
町
長
︶
関
西
電
力

㈱
の
屋
台
骨
を
支
え

て
い
る
の
が
原
子
力
で
あ
る

こ
と
を
認
識
さ
れ
、
本
店
と

発
電
所
が
距
離
感
な
く
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
今

後
も
注
視
し
て
い
く
。

町
内
の
企
業
誘
致
の

現
状
は

問
今
年
度
の
重
点
施
策

と
し
て
「
企
業
誘

致
」
に
取
り
組
む
と
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
販
売
戦
略

は
。答

︵
し
ご
と
創
生
室
長
︶

企
業
訪
問
や
広
告
宣

伝
な
ど
の
誘
致
活
動
の
精
度

を
高
め
、
町
の
企
業
立
地

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
形
で
の
条

件
指
定
を
、
信
用
調
査
会
社

へ
の
委
託
事
業
に
よ
り
実
施

し
、
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
仕
事
で
、
雇
用
拡
大
や

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
繋
が
る
企

業
誘
致
を
目
指
す
。

問
「
し
ご
と
み
ら
い
産
業

団
地
」の
誘
致
状
況
は
。

答
︵
し
ご
と
創
生
室
長
︶

町
の
誘
致
希
望
業
種

で
あ
る「
製
造
業
、情
報
サ
ー

ビ
ス
業
、物
流
関
連
産
業
」

な
ど
の
関
係
業
者
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
る
。一
部
上
場

企
業
か
ら
、新
技
術
を
売
り

に
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

公
表
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。

問
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
に

あ
る
第
三
セ
ク
タ
ー

所
有
の
企
業
誘
致
用
地
の
状

況
は
。

答
︵
副
町
長
︶
第
三
セ

ク
タ
ー
「
わ
か
さ
大

飯
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
㈱
」
が

所
有
す
る
用
地
は
、
約
１
万

３
千
㎡
の
一
区
画
残
っ
て
い

る
。
物
販
・
飲
食
・
レ
ジ
ャ

ー
・
教
育
文
化
関
連
企
業
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る

が
、
既
存
の
店
舗
に
配
慮
す

る
必
要
も
あ
る
。

　
近
年
の
物
販
業
界
の
動
向

な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
が
、
引
き
続
き
株
主
で

あ
る
大
手
企
業
と
の
情
報
交

換
な
ど
を
基
軸
に
、
こ
の
エ

リ
ア
に
相
応
し
い
業
種
・
業

態
の
誘
致
に
取
り
組
む
。

問
エ
リ
ア
全
体
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
含
め
た

区
画
内
の
再
整
備
が
必
要
で

は
。答

︵
町
長
︶
駐
車
場
に

関
す
る
エ
リ
ア
全
体

の
検
証
を
し
な
が
ら
、
こ
の

用
地
を
い
か
に
町
の
活
性
化

に
繋
げ
て
い
く
か
を
慎
重
か

つ
適
切
に
考
え
て
い
く
。

寺
てらい
井  義

よしたか
孝

◥�

関
西
電
力
に
お
け
る
、通
知
手
続
き
の
不
備
に

つ
い
て

町
長	
原
子
力
事
業
へ
の
信
頼
を
損
な
う
も
の
と
厳
し
く
申
し	

入
れ
た
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特
集
①

特
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②

審
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内
容

活
動
報
告

追 
跡

一
般
質
問

問
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
、

住
民
の
利
便
性
向
上

や
業
務
の
効
率
化
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
求
め

ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

答
︵
町
長
︶
今
年
度
行

う
第
２
次
お
お
い
町

未
来
創
生
戦
略
の
改
定
作
業

に
お
い
て
Ｄ
Ｘ
の
視
点
を
反

映
さ
せ
、
取
り
組
む
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
住
民
票
な
ど
が

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
当
町
で
は
利
用

で
き
な
い
が
、
今
後
の
導
入

予
定
は
。

答
︵
住
民
窓
口
課
長
︶

初
期
投
資
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
、
ニ
ー
ズ
や
必

要
性
な
ど
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
利

便
性
が
図
ら
れ
て
も

恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
情
報

弱
者
の
た
め
に
、常
時
学
べ
る

機
会
を
提
供
を
す
べ
き
で
は
。

答
︵
社
会
教
育
課
長
︶

地
域
ぐ
る
み
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
通
信
事
業
者

と
も
連
携
し
て
対
応
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
検
証

問
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類

に
移
行
さ
れ
１
年
が

経
過
し
た
が
、
予
防
接
種
、

感
染
予
防
、
医
療
体
制
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
検
証
が
な

さ
れ
、
評
価
や
課
題
か
ら
今

後
新
た
な
感
染
症
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

答
︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

経
験
の
な
い
対
応
に

迫
ら
れ
る
中
で
関
係
者
の
協

力
の
も
と
、
お
お
む
ね
そ
れ

ぞ
れ
適
切
な
対
応
が
で
き

た
。
課
題
と
し
て
早
期
の
適

切
な
対
策
・
国
、
県
と
地
域

の
状
況
収
集
・
全
庁
横
断
的

な
取
り
組
み
・
感
染
者
の
生

活
支
援
な
ど
が
あ
り
、
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
予
防
接
種
は
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
当
初
予
算
の
接
種
費
用

が
高
額
と
な
る
場
合
は
経
済

的
な
理
由
で
接
種
を
控
え
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
町
の
対

応
は
。

答
︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

接
種
を
控
え
る
こ
と

の
無
い
よ
う
国
の
動
向
や
、

近
隣
自
治
体
の
状
況
を
注
視

し
、
検
討
を
進
め
る
。

問
防
災
対
策
に
お
い
て

避
難
時
の
感
染
予
防

や
感
染
者
対
策
と
し
て
、
密

予
防
接
種

集
を
避
け
る
た
め
避
難
所
の

増
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
︵
防
災
安
全
課
長
︶

こ
れ
ま
で
の
台
風
な

ど
で
の
避
難
所
開
設
実
績
か

ら
、
感
染
対
策
と
し
て
の
受

け
入
れ
に
対
応
可
能
と
考
え

る
。問

医
療
保
健
ス
タ
ッ
フ

な
ど
の
確
保
は
。

答
︵
防
災
安
全
課
長
︶

町
と
小
浜
医
師
会
と

の
協
定
や
、
他
自
治
体
か
ら

の
支
援
要
員
な
ど
の
派
遣
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。

堤
つつみ

 　満
みつや
也

◥�
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り
組
み
は

町
長	
今
年
度
の
未
来
創
生
戦
略
の
改
定
に
反
映
し
て
取
り
組
む

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
受
診
受
付
機

老
人
ク
ラ
ブ
が
開
催
し
た

ス
マ
ホ
講
座

避
難
所
開
設
訓
練

タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習

問
コ
ロ
ナ
禍
で
は
修
学

旅
行
、
体
育
祭
、
集

団
活
動
の
中
止
な
ど
教
育
活

動
に
弊
害
が
生
じ
た
が
、
知

見
を
踏
ま
え
た
現
在
の
取
り

組
み
と
、
今
後
の
新
た
な
感

染
症
へ
の
対
応
は
。

答
︵
教
育
長
︶
こ
れ
ま

で
の
慣
習
や
方
法
の

見
直
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推

進
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
体

育
祭
の
半
日
実
施
や
学
校
休

業
に
備
え
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
を
推
進
し
自
宅
で
の
学
び

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
習
環
境

に
努
め
る
。
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◥�
重
要
土
地
等
調
査
法
に
伴
う
本
町
の
対
応
は

町
長	
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
町
民
に
制
度
の
趣
旨
な
ど
を

周
知
し
て
い
く

猿
さるはし

橋　  巧
たくみ

問
※
重
要
土
地
等
調
査

法
に
基
づ
き
、
原
子

力
施
設
の
あ
る
大
島
地
区
に

も
注
視
区
域
が
指
定
さ
れ

た
。
曖
昧
規
定
で
刑
罰
可
能

や
思
想
信
条
を
侵
す
危
険
性

が
あ
る
区
域
内
の
住
民
説
明

会
を
国
に
求
め
る
と
と
も

に
、
関
係
住
民
の
意
見
聴
取

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
︵
町
長
︶
注
視
区
域

内
で
日
常
生
活
を
送

る
大
島
地
区
の
皆
さ
ま
に
対

し
て
不
利
益
と
な
る
規
制
が

生
じ
、
個
人
の
思
想
信
条
を

侵
害
す
る
制
度
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
原
子
力
発
電
所
周

辺
の
安
全
性
が
向
上
す
る
と

い
う
側
面
が
大
き
い
も
の
と

認
識
し
て
お
り
、
現
段
階
で

住
民
説
明
会
な
ど
の
対
応
を

国
に
要
請
す
る
考
え
は
な
い
。

問
町
民
へ
の
周
知
が
な

さ
れ
て
い
な
い
の
は

問
題
で
あ
る
。
内
閣
府
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
広
報
誌
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
回
覧
板
な
ど
で
町

民
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
対
応
は
。

答
︵
防
災
安
全
課
長
︶

内
閣
府
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
設
置
の
ほ
か
、
６

月
12
日
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
記
事
を
掲
載
し
た
。
今

後
も
、
広
報
誌
へ
の
掲
載
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
捉
え
て
制
度
の
趣
旨
な
ど

を
周
知
し
て
い
く
。

平
和
へ
の
取
り
組
み

を
強
め
る
方
針
は

問
町
内
に
あ
る
戦
争
遺

跡
の
調
査
・
保
存
な

ど
を
行
い
、
戦
争
の
記
憶
を

共
有
・
継
承
し
て
は
。

答
︵
町
長
︶
本
町
に
も
、

い
く
つ
か
の
戦
争
に

関
す
る
遺
跡
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

現
状
と
し
て
、
そ
の
全
体
像

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
終

戦
か
ら
78
年
が
経
過
し
、
当

時
の
事
を
ご
存
じ
の
方
が
減

少
し
て
お
り
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
情
報
の
収
集
と
現
状
の

把
握
を
行
っ
て
い
く
。

重要土地等調査法
（おおい町HP）

問
地
下
壕
の
荒
廃
を
防

止
す
べ
き
で
は
。
ま

た
、
海
軍
の
特
殊
潜
航
艇 

「
※

蛟こ
う
り
ゅ
う龍」
に
関
し
、
町
の

遺
跡
と
し
て
の
正
式
な
調
査

お
よ
び
公
表
を
求
め
た
い
。

答
︵
教
育
長
︶
戦
争
遺

跡
の
保
全
に
関
し
て

は
、
歴
史
の
教
訓
を
次
世
代

に
伝
え
る
重
要
な
取
り
組
み

で
あ
る
一
方
で
、
そ
の
歴
史

的
価
値
や
保
存
・
公
開
の
是

非
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
地

域
文
化
財
調
査
」
の
一
環
と

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
情
報
の
収

集
と
現
状
の
把
握
を
行
い
た

い
。※ 

蛟
龍
と
は
本
土
決
戦
に
お
け

る
日
本
の
切
り
札
と
し
て
開

発
さ
れ
た
軍
用
潜
水
艇
。

山
林
買
収
の
町
内�

状
況
と
問
題
点

問
全
国
各
地
で
外
国
資

本
な
ど
に
よ
る
森
林

買
収
が
増
加
し
て
い
る
。
強

い
土
地
所
有
権
や
地
下
水
の

取
水
制
限
の
規
制
が
な
い
こ

と
や
、
山
林
を
手
放
し
た
い

所
有
者
の
増
加
な
ど
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
問

題
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
本

町
の
実
態
と
防
止
策
は
。

答
︵
農
林
水
産
課
長
︶

本
町
で
、
現
時
点
に

お
い
て
外
国
資
本
な
ど
に
よ

る
森
林
買
収
の
事
例
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
森
林
は
水

源
涵
養
機
能
や
土
砂
災
害
防

止
機
能
、
二
酸
化
炭
素
吸
収

な
ど
の
地
球
環
境
の
保
全
に

資
す
る
多
面
的
機
能
を
有
す

る
こ
と
か
ら
、
国
や
関
係
機

関
に
対
し
て
投
機
的
な
土
地

取
引
の
規
制
や
透
明
性
の
確

保
、
事
前
に
情
報
が
把
握
で

き
る
よ
う
な
監
視
体
制
の
強

化
な
ど
を
求
め
て
い
く
。

問
民
有
林
・
造
林
地
な

ど
で
所
有
者
が
希
望

す
れ
ば
、
特
に
水
資
源
に
重

要
な
山
林
を
町
が
買
い
上
げ

を
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、

条
例
な
ど
を
考
え
て
は
ど
う

か
。答

︵
農
林
水
産
課
長
︶

本
来
は
国
が
対
策
を

行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
と
し
て
は
、
現
行
法

で
規
制
さ
れ
て
い
な
い
現
状

を
国
・
県
に
対
し
て
働
き
か

け
て
い
く
と
と
も
に
、
水
資

源
と
な
る
山
林
に
つ
き
ま
し

て
は
「
福
井
県
水
源
涵
養
地

域
保
全
条
例
」
に
基
づ
き
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
引
き
続
き
注
視
し
て
い

く
。
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長井浜海水浴場の通年活用と、うみんぴあエ
リアとの連携を図るべき。

（平成28年6月議会　原田 和美 議員、
令和5年3月議会　屋敷 浩道 議員）

長井浜海水浴場の
利活用は

長井浜は維持管理の課題があり通年の開放は
困難であるが、うみんぴあの各施設と連携した
有効活用を検討する。

維持管理や必要性を
考慮しながら戦略的に
取り組む

　議会だよりでは、定例会議での一般質問の要旨を掲載して
います。議員からの提案などがどのように町政に反映された
かを、追跡調査してみました。

a follow-up survey

町長答弁

グラウンドゴルフ場、アウトドアイベントや
地引網体験、うみんぴあでのイベント時駐車場
等として利用。

年間利用できる施設と
してイベント等に活用

どうなった?

長井浜海水浴場は、福井県の海岸保全施
設で、平成17年に完成した人工のビーチで
す。福井県から町が管理委託を受け、株式
会社おおいが管理運営を行っています。
毎年7月～ 8月に海水浴場として開場さ
れますが、オフシーズンの活用が課題となっ
ています。

●海水浴場としての利用は？　
　（7～ 8月）
昨年は猛暑日や台風の影響で8月の利用
が減少しました。
・昨シーズン中の駐車台数：2474台

●海水浴以外の利用は？
グラウンドゴルフ場としての利用が増え
ています。またビーチクラブ活動や、「アウ
トドアフェスティバル in長井浜」等のアウ
トドアイベント、大火勢時の駐車場、航空
自衛隊PAC-3等機動展開訓練などの
利用があり、今後も年間利用で
きる場所として、教育機関、各
種団体、企業での利用や新たな
利活用を促すことが必要です。

●利用料などの収入は？
令和5年度決算

●利用についてのお問い合わせは
（株） おおい 0770-77-2811
 080-1951-3278

ちょっと
深掘り！

駐車場収入 2,441,900円
その他の収入 795,331円
収入合計 3,237,231円

長
井
浜

海
水
浴
場
で
は

魚
釣
り
は

で
き
ま
せ
ん
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おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
次回の定例会議は9月です。傍聴については議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

会　期：9月3日から9月24日まで（22日間）
本会議：9月3日（議案提案理由説明）、9月18日（一般質問）、9月24日（採決）
委員会： 予算決算常任委員会（9月3日～5日） 

総務・産業建設常任委員会（9月10日） 
原子力発電対策特別委員会（9月11日）

9月
定例会議の

予定

●

編
集
後
記
●

７
月
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
夏
真

っ
盛
り
の
８
月
を
迎
え
ま
す
。
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
始
ま
る
ま
で
は
、
７
月

下
旬
に
「
ワ
ン
ヨ
」「
サ
ン
ヨ
」
の

掛
け
声
で
親
し
ま
れ
て
い
る
「
か

わ
そ
さ
ん
」、
８
月
に
入
る
と
「
ス

ー
パ
ー
大
火
勢
」「
星
の
フ
ィ
エ
ス

タ
」
と
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、
町
に
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
、
活
気
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
後
は
、
各
地
区
に
お
い
て
、

「
本
郷
お
ど
り
」「
文
七
踊
り
」
な
ど

お
盆
行
事
が
続
き
、
夏
が
過
ぎ
て
い

く
状
況
で
し
た
が
、
一
昨
年
か
ら
は
、

「
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
」
の
開
催
が
９

月
に
入
っ
て
か
ら
と
な
り
、
更
に
今

年
は
30
回
目
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
い

う
こ
と
で
、
暑
い
、
熱
い
夏
が
続
く

こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
催
事
に

携
わ
ら
れ
る
皆
さ
ま
、
体
調
に
留
意

さ
れ
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 

（
寺
井 

記
）

·
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
原
田　
和
美

副
委
員
長　
　
屋
敷　
浩
道

委　
　
員　
　
堤　
　
満
也

　
　
〃　
　
　
中
西　
秀
和

　
　
〃　
　
　
高
本　
和
良

　
　
〃　
　
　
寺
井　
義
孝

今
回
の
輝
く
人
で
は
、
五
歳
か
ら
始
め

た
ダ
ン
ス
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
、
ダ

ン
ス
ス
タ
ジ
オ
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
方

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

🅠 

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
を
オ
ー
プ
ン
し

た
き
っ
か
け
は
。

🅐 

ダ
ン
ス
を
続
け
る
に
は
年
齢
が
関

係
し
て
き
ま
す
。
私
を
育
て
て
く
れ
た

ダ
ン
ス
に
で
き
る
限
り
関
わ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
夢
を
追
い
か
け
る
お
手
伝
い

成
和
区

大お
お 

内う
ち 

百も
も 

絵え 

さ
ん

が
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

🅠 

お
店
の
名
前
の
由
来
は
。

🅐 

私
の
誕
生
石
で
、
そ
の
石
に
は
「
道

し
る
べ
」
の
意
味
が
あ
り
、
レ
ッ

ス
ン
生
が
こ
こ
で
の
経
験
を
活
か

し
、
進
ん
で
い
く
分
岐
点
に
な
れ

ば
と
思
い
「
ア
イ
オ
ラ
イ
ト
」
に

し
ま
し
た
。

🅠 

ダ
ン
ス
の
魅
力
は
。

🅐 

私
は
人
前
に
立
っ
て
言
葉
で

表
現
す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
が
、

ダ
ン
ス
な
ら
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
表

現
で
き
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
体

を
動
か
す
こ
と
は
楽
し
く
、
な
に

よ
り
健
康
に
良
い
こ
と
で
す
。

🅠 

今
、
レ
ッ
ス
ン
生
は
何
人
く

ら
い
。

🅐 

昼
間
は
大
人
を
対
象
に
大

阪
、
神
戸
か
ら
の
人
を
含
め
約
15

人
、
夜
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
で
、
美

浜
町
か
ら
高
浜
町
ま
で
の
約
25
人
い
ま

す
。🅠 

こ
れ
か
ら
、
レ
ッ
ス
ン
生
と
や
っ

て
い
き
た
い
こ
と
は
。

🅐 

町
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
て
、
ダ
ン
ス
人
口
を
ど
ん
ど
ん
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ    

ア
イ
オ
ラ
イ
ト

ア
イ
オ
ラ
イ
ト


